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テラヘルツ波ケミカル顕微鏡＝化学反応分布を高空間分解能で可視化する顕微鏡

レーザーパルス テラヘルツ波

⾒たい物質と反応する
物質を表⾯に固定

反応量によって
テラヘルツ波の強さが変わる

1項目あたり，わずか16 nLの検体で計測可能

センシング
プレート

それぞれの区画で
異なる物質を計測

センシングプレートの写真

8 mm

これまでに検出に成功した計測例

テラヘルツとは？
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1 THz = 300 µm = 1 ps = 33 cm-1

= 4 meV = 46 K = 6.4 × 10-22 J

Terahertz = 高周波電磁波の一種

E. M. Hassan et al., Sens. Act. B (2019)
Y. Yoshida et al., Sensor (2021)

がん細胞
J. Wang et al., Photonics, 1 (2022)

ヒスタミン 新型コロナウィルス



細菌・ウイルス

糖
イオン

酵素

腫瘍細胞

タンパク質
抗体

検査する⽣体物質

従来
項⽬ごとに異なる⼿順・機器で検査を実施
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微量血液
採取

プレート
読み取り

検査用センシングプレート

中核病院・検査センター

診断結果提示

山間部・無医村

センシングプレートで検査する項目
・イオン ・タンパク質 ・CTC
・尿酸 ・糖 など ・・・・・・・
200種類以上

1滴の検体で全ての項⽬を検査
多項⽬データのパターンマッチングによる診断

テラヘルツ波で実現する拡⼤版医療DX

先端計測システムで社会の「健康」に貢献します。

先端医用工学研究室では，独自に開発した「テラヘルツ波システム」，「高温
超伝導SQUIDシステム」，「センサデバイス」，「磁気計測システム」などの様
々な先端計測技術を核として，社会で必要とされている「体の健康」，「エネル
ギーの健康」，「インフラの健康」を守るデバイス・システムを開発し持続可能
な社会づくりに貢献します。

問合せ：紀和 利彦 (kiwa@okayama-u.ac.jp)
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